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出
身
掌
肇
友
の
会
準
翻
会
よ
り
特
別
決

議
(資
科
9
顛
)
の
提
案
が
な
さ
れ

た
。
ま
ず
最
初
に
狭
山
事
件
の
絡
過
説

明
が
行
な
わ
れ
、
続
い
て
「
狭
山
差
別

裁
判
の
井
波
戴
判
長
は
十
一
月
退
官
を

前
に
し
て
、
九
月
結
審
、
十
一
月
死
刊

判
決
の
野
望
を
捨
て
て
い
な
い
。
石
川

君
が
部
落
芦
別
に
よ
り
無
叉
の
罪
で
九

年
間
も
獄
中
に
つ
な
が
ら
死
刑
の
判
決

を
下
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
事
を
考
え

れ
ば
、
石
川
君
の
運
命
は
ひ
と
し
く
全

部
落
人
衆
の
運
動
で
あ
り
、
か
つ
ま
た

低
便
金
、
低
骨
活
の
し
ず
め
の
役
割
と

分
裂
ゼ
配
と
し
て
の
部
落
華
別
の
本
質

を
見
る
時
、
そ
れ
は
労
働
占
、
勤
労
者

＼
民
の
立
煽
で
も
あ
る
。
バ
つ
の
新
鑑

疋
畜
を
っ
き
つ
け
、
入
衆
的
結
集
で
裁

判
所
を
遺
い
つ
め
た
今
、
冷
て
の
学
友

諸
君
が
、
こ
の
決
議
に
賀
成
し
16
1
19

の
公
判
闘
争
に
紬
集
さ
れ
ん
箏
を
訴
え

る
」
と
述
べ
兀
。
こ
れ
に
対
し
、
京
大

狭
山
公
岡
闘
争
全
学
実
行
委
が
断
固
支

特
す
る
意
見
τ
述
べ
、
狭
山
差
別
凝
判

闘
争
支
援
委
員
会
も
賛
成
意
見
を
述
べ

た
。
し
か
し
、
京
氏
石
川
さ
ん
を
守
る

会
は
決
議
案
に
は
賛
成
す
る
と
菖
い
な

が
ら
、
提
案
理
日
に
異
識
を
は
さ
み
、

狭
山
裁
判
を
聲
別
戴
判
と
し
て
で
な
く

単
な
る
冤
罪
事
件
と
し
て
把
え
る
と
い

う
こ
と
の
躁
り
に
無
目
覚
な
ま
ま
、
決

峨
自
体
に
は
保
留
的
見
解
を
述
べ
、
狭

山
実
行
委
を
は
じ
め
多
く
の
ウ
勺
か
ら

批
判
の
爵
を
冶
び
た
。

総
播
訂
論
の
あ
と
r

時
斗
か
ら
燕

決
に
入
り
、
C
也
な
只
闘
、
C
ス
ト
実

C
自
常
任
委
、
の
順
で
勧
な
わ
れ
た

が
・
次
の
結
鳳
で
全
提
案
が
舎
庚
こ
れ

た
。
出
席
数
"
、
定
足
薮
鵬
。

貫

C
ス
ト
実

郷

C
学
層其
闘

49

c
自
常
任
婁

蹴

鵬 妬 η2反

385737保

95棄
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九
月
四
日
に
教
痩
部
の
授
業
が
再
開
さ
れ
て
以
来
、
狭
山
差
別
裁
判
馬
月
公
刈
闘
争
、
ベ
ト
ナ
ム
収
戦
1
梢
梗
原
-
臼
曲
隊
湘
縄
派
兵
阻
止
闘

争
、
学
費
値
上
げ
阻
止
闘
争
へ
向
け
た
敦
養
部
の
闘
争
体
制
構
築
の
た
め
、
圧
制
的
な
情
.且
と
仁
罐
員
久
童
の
準
備
が
、
教
養
部
ス
ト
実
、
狭
山

公
判
闘
争
全
学
ズ
行
委
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
。
教
食
部
ス
ト
実
と
教
養
説

'彗
且
闘
(
民
"
国
系
)
が
ご
れ
そ
れ
代
蟻
員
八
ム
の
開
催
要
バ
署

名
を
藁
め
切
り
14
日
に
開
緒
」ら
帰
こ
と
牽
ー
張
し
た
。
に
も
か
か
η
ら
ず
、
数
餐
円
自
冷
或
執
豹
部
r民
財
系
)
ぱ
η
日
の
亭
ケ
埋
(日
態
累
)

耽
一行
勤
に
含
せ
て
23
日
に
代
議
員
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
ー
張
。
ご
し
て
自
㎞
黛
規
約
を
輝
視
し
て
ま
で
、
U
日
へ
八
開
催
顕
天
を
月
殺

し
、告
示
」
を
和
ん
だ
。
し
か
し
こ
の
敦
獲
部
自
宿
会
執
行
部
の
宗
派
的
対
応
に
刈
し
、
庄
倒
的
に
人
衆
的
弾
劾
が
集
中
さ
れ
、
教
養
部
自
㎞
会

執
打
部
は
つ
い
に
庫
服
し
濯
口
示

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
14
日
の
代
礒
員
大
会
は
、
4
日
以
来
摺
竃
に
し
ば
し
ば
登
場
し
へ
人
に
も
介
入
せ

ん
と
し
て
い
兀
学
生
会
謡
ー
マ
ル
学
同
革
マ
ル
派
の
策
動
を
許
さ
ず
、
是
彼
ま
で
貫
徹
さ
れ
た
。
教
養
部
ス
ト
実
、
教
麓
部
㌧
列
只
闘
、
教
養
品

〆

自
h
会
唱
任
委
の
議
案
書
が
す
べ
て
否
決
さ
れ
た
と
は
白
え
、
只
大
部
落
出
身
字
舟
友
の
会
(湛
)
提
案
の
狭
山
銃
別
裁
司
反
灯
、
公
11栽
判
要

求
の
特
別
次
幽
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
は
高
く
丁
価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
在
教
養
部
は
前
期
試
験
に
入
り
、
ま
す
ま
す
闘
争
体
制
の
摺
逐
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
が
、
前
記
特
別
決
義
の
成
果
串
爵
ま
え
、
硬
円
分
が
ら
の
学
費
値
ー
げ
阻
止
の
蘭
い
、
10
・
8
、
翰
・61
闘
争
へ
向
け
再
爬
芦
畢

山'
即
旬
坤
覇
片
六
ら
な
い
だ
ろ
う
。

九
月
四
目
授
製
再
聞
以
降

救
藁
部

に
お
い
て
は
、
教
賛
部
ス
ト
ラ
イ
ヰ
突

行
委
の
提
起
す
る
几
月
ー
四
日
代
議
員

大
会
開
催
が
告
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、

狭
山
箪
別
裁
判
公
判
閥
頓
、
相
樽
験
闘

争
を
紬
に
し
た
運
動
が
代
議
員
人
念
へ

向
け
て
組
熾
さ
れ
、
ま
た
r
月
一円
か

ら
の
学
贋
値
⊥
げ
攻
購
に
対
し
て
一回

生
中
心
に
学
機
不
払
い
同
盟
の
坦
織
化

な
ど
が
部
分
的
に
で
は
あ
れ
開
始
さ

れ
た
が
、
ま
だ
全
股
に
は
ク
ラ
ス
討
論

な
ど
の
盛
リ
ヒ
が
り
が
少
な
い
ま
ま
、

ノ

十
四
日
を
迎
え
た
。

四
時
か
ら
法
経
】番
教
室
に
お
"
て

登
録
が
開
始
さ
れ
、
畿
長
団
内
で
は
八

時
ま
で
に
走
足
数
に
逮
し
な
い
場
合
は

済
会
す
る
と
い
う
確
認
が
な
さ
れ
た
。

議
案
書
は
教
藁
部
ス
ト
ブ
イ
キ
突
行

委

(C
ス
ト
実
)
、
掌
†
共
闘
、
教
養

部
自
治
会
常
任
委
(
C
自
常
任
委
)
の

三
者
か
ら
出
さ
れ
、
議
事
の
藍
行
は
い

つ
も
慮
り
、
提
案
硬
由
説
明
、
】礎
討

論
、
総
括
討
論
、
授
決
と
い
う
噸
で
塵

ん
だ
、
C
ス
ト
実
は
「
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
航

米
救
国
闘
争
に
応
え
、
氷
静
追
撃
・
日

帝
打
倒
を
め
ざ
し
て
、
16
-
N
C
ス
ト

で
決
起
し
、
狭
山
。
相
禦
原
。
学
費
・

徐
支
援
・
三
軍
塚
闘
争
を
闘
い
抜
け
」

と
い
う
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に

「
狭
山
斧
別
戴
判
取
消
し
、
無
笑
の
石

川
責
年
即
時
釈
放
の
要
莱
を
井
波
に
た

た
き
つ
け
よ
う
。
」
「
相
模
禰
給
廠
か

ら
の
米
輩
戦
卓
搬
出
実
力
阻
止
」
一
ア

メ
リ
ヵ
帝
国
‡
義
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け

る
強
盗
的
行
為
糾
弾
。
令
世
界
の
人
、

と
連
帯
し
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
闘
争
の
巨

波
で
宅

項
目
要
求
」
を
貫
徹
し
.
(

う
。
」
「国
公
立
大
学
㌻
費
値
上
げ
ー

止
」
「徐
さ
ん
吏
援
対
入
阪
市
抗
義
仔

動
に
起
て
」
コ
}
里
塚
農
民
の
闘
い
か

ら
学
び
鴇
山
鉄
塔
を
死
守
し
、
来
}

月
開
港
策
勤
を
粉
砕
し
よ
う
」
「沖
覇

の
帝
国
キ
義
的
統
合
を
許
さ
ず
、
日
帝

に
よ
る
沖
縄
の
侵
略
反
藁
命
前
線
基
地

化
を
阻
止
し
よ
う
」
と
掃
起
し
、
臼
動

提
起
と
し
て
、
十
六
ー
ト
九
C
ス
ト
・

首
都
結
集
・
十
八
対
八
阪
南
抗
議
了
艶

を
あ
げ
£
。

こ
れ
に
対
し
、
狭
山
公
判
闘
争
の
跳

実
局
面
、
緊
急
性
を
全
く
理
解
で
ご

ず
、
部
藩
郵
放
が
労
働
黄
自
身
の
課
題

と
し
て
、
す
六
わ
ち
日
ム
労
働
運
動
の

本
L
組
合
事
義
的
壁
串
突
破
す
る
も
の

と
し
て
今
撹
く
問
わ
れ
て
い
る
事
に
無

自
覚
な
C
字
雪
共
闘
は
、
相
填
原
闘
争

一
ム
に
△
て
を
流
し
込
み
、
狭
山
闘
争

を
軍
国
ト
義
に
対
す
る
戦
い
一般
の
中

の
}
分
野
と
し
て
並
列
的
に
し
か
提
起

で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
C
自
常
任
委

は
、
弓
費
闘
争
を
狭
山
闘
箏
と
対
立
さ

せ
て
押
し
出
し
て
く
る
と
い
う
、
部
落

鶴
別
の
孕
む
教
育
差
別
・
華
別
選
別
教

醤
へ
の
闘
い
の
炉
点
を
欠
落
さ
せ
る
と

い
う
興
界
を
露
呈
し
た
9

し
か
し
こ
う
し
た
事
は
ふ
り
か
几
っ

て
C
ス
ト
実
自
身
に
も
問
題
に
さ
れ
ね

は
な
ら
な
い
。
部
麟
解
放
闘
争
と
相
綬

原
ー
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
闘
争
、
学
費
・
教

育
闘
争
の
有
機
的
関
係
件
を
、
鄭
様
性

を
踏
え
た
L
で
解
明
し
、
そ
し
て
ご
の

こ
と
を
沖
縄
返
運
以
降
ダ
イ
ナ
ミ
ノ
ク

に
直
価
す
る
総
体
的
な
帝
国
r
義
的
再

編
に
対
決
す
る
統
}
梶
と
し
て
ス
ロ
ー

ガ
ン
化
す
る
杵
業
を
緻
密
に
進
め
な
け

れ
ば
、
自
己
の
基
盤
を
も
た
な
い
「支

援
」
一遮
帯

運
動
へ
と
流
れ
る
傾
向

ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ[]

 

口

配'
み
だ
ず
だ
.っ
つ
。

八
料
の
爵
閣
切
れ
前
よ
う
や
く
定
足

君
珊
を
蔵
え
成
V
が
決
定
し
た
。

剛
か
ら
駅
大
大
衆
浬
動
の
さ
ん
奪
を

ね
ら
い
、
こ
の
日
の
代
議
員
大
会
へ
の

介
く
を
策
し
て
い
か
中
マ
ル
派
は
、
昼

間
は
申
核
《
が
登
場
し
た
た
め
に
現
れ

な
か
っ
た
が
、
九
時
前
突
然
灼
】
「
名

が
竹
ざ
ハ40で
武
装
し
て
登
場
し
た
。
こ

れ
に
対
し
C
ス
ト
実
に
結
策
す
る
部
分

は
、
革
マ
ル
派
が
畢
稲
田
を
筆
頭
に
一

霞
し
て
大
衆
運
動
に
対
し
宗
派
的
戒
厳

ム
、を
張
り
、
か
つ
惰
面
の
中
小
課
題
と

「

し
て
の
都
落
解
放
運
動
に
敵
対
し
て
き

て
い
る
事
を
確
認
し
て
、
会
場
を
ピ
ケ

ノ
ト
で
封
鎖
し
た
た
め
、
結
局
マ
ル
派

は
議
案
書
を
投
げ
入
れ
た
ま
ま
引
き
⊥

げ
に
。
紛
括
討
論
に
入
る
前
に
、
魚
人
部
落

最
後
に
特
別
決
議
の
尿
決
が
あ
な
わ

れ
、
次
の
結
果
で
B
倒
的
に
採
決
こ
れ

た
。

賛

反

保

棄

ロ
罵

塗
婁

謝

0

鵬

麗

こ
の
あ
巴
C
ス
ト
笑
と
八
一判
闘
争
全

学
笑
行
委
は
、
A
号
館
内
で
総
括
集
会

を
開
き
、
十
汰
日
か
ら
の
首
都
で
の
闘

い
を
意
志
一致
し
て
解
散
し
た
。

文
学
部
は
流
会

十
四
日
.
文
学
部
で
も
挙

人
会
が

開
か
れ
た
が
、
白
四
十
数
名
の
結
輿
に

と
ど
ま
り
、
定
足
烈
に
達
ゼ
ず
論
会
し

た
.

闘
う
戦
線
の
共
同
で
開
催

狭
山
・
徐
支
援
京
大
集
会

崎
浜
被
告
の
無
罪
奪
還
を

橋
の
な

い
川

上
映
阻
止
.公
判
闘
争

」

七
十
名
で
傍
聴
制
限
を
突
破

奈良地裁前での築会で発言する部落解旗同盟奈良県連青年部委員長、
9・12「 橋のない川」上映隠止闘争公判

㌧
1
-

巨

、
七
塾

一
目

Nか
フ
て
.爪良
に
お
い
て
醜
洛
解

へ
陽
魂

瓜艮
鼠
」
を
甲
心
に
闘
わ
れ
兀

r
弓
映

飼
「.
檎
の
忽
い
U
」
第

節

1
映
』
1
闘
筆
の
a
い
、
公
務
執
仔
動

西
、
%
響
の

青
寵
」
に
よ
り
不
、
丞

捕

・
起
圷
さ
れ

～
仕
「
ム
」
」
沖
遡
げ

q
・
奇
嵐
遣
幽
君
の
公
判
闘
葺
が
余
良

轡
奴
亡
中
心
と
し
て
闘
わ
れ
た
。

へ
、艮
に
お
け
る

『僑
の
な
い
川

]
上

段
h
口
伸
繁
は

ロ
r
4
ー
月
二
ー
二
、

目
の
一食

文
化
倉
蝕
に
お
け
る

r

,
臼
に
q
レ
て
約
　
名
の
繭
集
に

よ
ー
殴
d
闘
戸
泌
展
囲
ヒ
れ
、

[見

Q

〈
ハ」

「円
氏
「ト)
は
鉄

ハ
イ
プ
、
角
縁

・
ナ
ゴ
/
岬.で

八
象
し
、
祁

背メ
残
に

凝
い
か
か
り
、
ま
た
、
屏
故

・-盈
甫
刈

寓
寂
♂
に
対
し

」ト
眠
魁
嬢
円
へ
の
ヱ

入
凱
、U
の
坂
処
井
ど
刷
行
ヒ
せ
拶
吻
は

を
撃
八
す
る
な
ど
し
⊂
魯
岡
醍
圃
の
⊥

映
を
畷
h
し
ん
。

て
の
夜
、
大
埋
、
楓

犀
と
機
功
啄
に
ぜ
ら
れ
て
i
映
が
強
行

さ
れ
、
レ

月

ー九
自

(和
高
出
南
で

1
月
刀、ら

i

の
i_映

阻
[L闘

肇
に
お
い
て、

イ、
」
露

王
二
差
別
膜
圃
の
ヒ
映
へ
の
肌
多
デ
じ

に
際
し
て
、
崎
浜
巾
が
不
当
塁
捕
さ
れ

た
も
の
で
あ
和
。

周
日
の
仏
湧
闘
争
こ
は
、
解
汐
同
盟

示
長
県
室
爵
耳
部
を
ほ
し
め
、
社
肖
同

余
艮
地
本
、
夙
人
鋏
山
夫
付
委
、
反
帝

予
前、
反
帝
勧
藷
な
ど
ヒ

名
か
結
繁

し
、
崎
浜
氏
の
"
無
罪
詠
選
4
へ
む

け
、
闘
い
ち
展
囲
し
た
。

奈
良
敦
醗
人
で
の
、
社
爵
同
余
良
地

本
主
催
に
よ
る
訓
段
粟
去
の
の
ち
、
余

良
地
裁
へ
の
戦
闘
的
な
ヂ
ヒ
ン
ス
ト
レ

ー
ン
コ
ン
を
麗
開
し
た
の
ち
、
地
裁
剛

で
解
放
司
盟
奈
良
県
塾
と
の
達
帯
集
会

が
臼
な
わ
れ
た
。
ま
ず
、
解
放
同
魁
奈

良
パ
窟
甫
牛
怒
埋
が
た
ち
「
こ
の
公
団

闘
敦
は
H
奉
氏
曼
兄
と
椛
り
機
構
へ
の

丹
謎
の
陶
い
ご
あ
る
。耶
濤
氏
、汐
縄
.山

身
昌
、
仕
日
明
瞬
人
へ
の
耳別
を
も
っ

て
の
分
断
攻
撃
に
灯
し
て
、
人
聞
解
解

を
わ
れ
わ
れ
臼
身
ご
か
ち
と
る
闘
い
と

一 して
、
狭
山
澄
別
裁
絢
`
向
し
く
、
こ

二

三
「r
三

一

一[r

の

甥
U
識
日
に
君
し
て
徹
低
陶
に
闘
っ

て
ゆ
く
。
今
礎
運
動
乃
針
を
救
⊃
め
⇔

中
か
う
、
糾
弾
闘
争
を

暦
強
化
し
て

ゆ
く
」
と
、
、
両
闘
争
の
最
先
頭
に
た

っ
て
闘
⊃
こ
と
を
ガ
強
く
A
明
し
た
。

勅
い
ご
社
爵
同
奈
良
地
本
か
b
「わ
れ

わ
れ
は
日
共
に
よ
る
解
放
還
動
へ
の
ガ

鯉
策
動
を
衿
砕
蛍
る
も
の
と
し
て
「
倫

の
砿
い
川
」
」
映
岨
U
を
闘
っ
て
き

た
.
部
落
解
畝
運
動
へ
の
弾
庄
・
圧
段

を
ね
ら
っ
た
崎
浜
氏
へ
の
デ
ノ
チ
ト
げ

起
訴
、
強
権
田
訴
、陥指
捕
に
乱
し
、
波

高
の
無
摺
韓
還
、
日
μ
「止
常
化
連
」

の
が
裂
策
勤
粉
悼
へ
闘
い
ぬ
い
て
ゆ

く
.
司
時
に
挟
山
几
月
八
〆刊
闘
争
に
む

け
、
敏
「
へ、
d
闘
争
勤
員
委
員
会
を
結

戚
し
九
月
結
蓄
ー
↓
]
日
免
刑
判
決
但

止
に
黛
力
を
あ
げ
て
闘
っ
て
い
く
」
と

の
ア
ノ
ピ
ー
ル
が
汀
な
わ
れ
た
。

築
(
ゾ俊
、
た
だ
ち
に
旗
ザ
オ
を
先
頭

に
ヘ
ル
メ
ノ
ト
を
盛
用
し
た
者
も
含
西

で
μ
疋
へ
む
け
C
テ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
ノ

"ン
を
展
嗣
し
、
働
聴
制
限
を
丈
破
し

傍
聴
脇
、
妬
下
を
鋼
め
つ
く
し
公
判
に

の
ぞ
ん
だ
。
～,凹
の
誌
人
は
、
士
映
阻

11
闘
繁
メ
胤
の
仁
役
で
あ
っ
℃
余
艮
県

警
持
轡
鄙
隊
隊
無
付
さ
♪
罐
・
横
谷
警

跳
で
、
検
事
よ
り
の
唾
同
が
何
な
わ
れ

た
。
検
寡
と
の
飴
濠
な
慧
ム
一
致
の
も

と
、
ウ
ノ
で
間
め
七
証

目を
疵
け
る
横

合
証
人
こ
も
し
、
崎
映
氏
は
も
b
う

ん
、
木
出
県
11
奏
員
鮭
、
川
口
譜
己
ζ

蟹
九
唄
屯
9
⇔
傍
聴
団
よ
り
激
し
い
巣

幼
の
で
ノ
と
ノ
ユ
プ
レ
ビ
コ
ー
ル
が
様

り
底
さ
れ
た
。

破
占
・
窃
聴
田
一
体
と
な
っ
π
闘
い

臨戦体制に突入す
・410

1■

 

Pし,塗
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搬出再開攻撃控え

9

一
=4

す
で
し
一
ッ
月
以
上
に
渡
っ
て
廟
43

れ
て
い
る
相
模
原
補
給
廠
の
米
軍
箪
事

物
質
搬
出
人
阻
比
闘
争
は
、
田
中
攻
府

に
よ
っ
て
強
権
的
な
闘
争
比
設
と
政
冶

的
解
決
が
目
論
ま
れ
、
搬
出
再
開
が
予

想
卍Gれ
る
申
で
、
恒
常
的
な
臨
戦
体
制

に
突
人
し
た
。

丁
二
日
に
、
相
模
原
同
題
に
関
し
て

の
政
府
統
一
見
解

(
一
、
二
年
後
に
は

載
車
修
理
部
門
の
廃
止
・安
保
条
約
の

運
用
に
つ
い
て
の
善
処
)
が
発
表
さ
れ

ごれ
を
契
機
と
し
て
、
相
模
原
蕎
・
横

よ
m
の
通
行
評
可
、
社
共
の
闘
争
双
拾

と
姓
t
が
開
始
さ
れ
、
闘
争
拠
点
で
め

Φ
ゲ
ー
ト
訓
「テ
ン
ト
打
」
の
機
妨
隊

に
よ
る
強
制
撤
去
も
迫
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
現
堀
相
模
原
で
は
↑
四

日
に
も
沖
只
闘
勢
力
に
よ
る
全
力
を
あ

げ
た
闘
い
が
予
疋
さ
れ
て
お
り
、
相
模

原
闘
争
は
大
き
な
山
場
を
向
え
て
い
る

現
地
椙
模
原
の
状
配
は
、
今
月
に
入

っ
て
増
々
テ
ン
ト
打
が
増
強
さ
れ
、
戦

線
も
拡
が
り
を
見
せ
、
常
時
二
百
人
前

後
が
旧
ま
り
込
ん
で
い
る
。
連
日
、
二

干
人
ほ
ど
の
市
氏
を
巻
砦
込
ん
で
の
闘

い
は
、
完
全
に
補
給
廠
の
機
能
を
マ
ヒ

さ
せ
、
以
前
と
し
て
約
一個
師
団
分
の

ベ
ト
ナ
ム
向
け
戦
闘
貞
同
の
搬
出
を
囮

止
し
続
け
て
い
る
。

こ
れ
ま
ご
「
ト
ロ
ソ
キ
ス
ト
し
排
験

一
点
ば
り
で
、
テ
ン
ト
の
中
で
婚
り
込

相模補給廠ゲー ト前で機勘隊の胆止課 と対時する隊列。9・2相 横原

 

「
だ
け
び
、
阻
け
臼
甥
を
向
隠
η
な
い

日
4
入
匹

兄ゑ
の
ア
ン
ト
小
屋
は
、

「怒
れ

⇔
爵
衆
㌧

」
広
」
⊂

一及
も
引

き
ー
さ
れ
、
材
南
僑
闘
争
に
加
わ
ら
ず

四
臼
丸
無
、
日
ノ
示
ア
ノ
ト
の
齢
り
に

御
闘
乞
旗
っ
た
レ

マ
ル
小
は
、

「群

衆

の
撰
対
の
田
」
、
相
模
哀
警
祭
謁

の
削

透
け
込
監
らい
つ
」
く
』
し
b

r
11い
碗

塩
乞
さ
う
し

ね
し
κ
、

匡
κ
、
四
目
の
帽
模

ハ訳

削
て
の
吐

マ
ル
猟
こ
の
一
冗
派
団
μ

に
勝
朝
し

に
中
怯
ム
類
、
で
れ
以
障

,
マ
ル
遇
の

「
X
贋

を
廿
れ
て
か
、
現
圃
に
は
現

ハ
れ
ず
煽
ぺ
廠
ケ
ー
ト
馴
闘
ぶ

㌧
版

落

レ
し
い
黛

ノ
ト
敵
ム
・
搬

冒

副
,捻
ノ
前

に
、
四
日
の
伸
余
川
只
.。
ユ
催
の
集
会

に
枇
い
ζ
丁
日
に
は
、
反
虫
伝
夷
打
会

(杜
.A兄
・
総
謂
糸
)
旦
隆
の
尻
地
築

会
が
、
約
一力
人
の
労
働
看
・
P
且
を

結
集
し
て
堺
地
相
模
原
児
哩
公
圏
て
行

な
わ
れ
た
。

こ
の
粂
会
に
は
、
を
学
連
・
反
戦

(プ
ロ
統
派
系
)
約

一白
人
が
介
入

し
、
独
自
集
皇
を
貰
徹
し
た
、
そ
し

て
、
こ
の
集
会
は
、
柑
氏
が
ア
ン
ト
の

接
収
と
い
う
こ
と
に
応
し
つ
つ
、
闘
い

の
ユ
不
ル
ギ
ー
を
総
選
争
の
一
喪
に
集

約
せ
ん
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
あ

り
、
冠
妖
を
東
り
醒
え
て
実
力
闘
争
を

以
っ
て
戦
卓
の
搬
出
人
を
阻
止
し
、
共

に
禰
給
廠
解
体
ま
で
闘
い
抜
く
こ
と
を

当
B
紹
集
し
た
労
働
看
に
訴
え
た
。
ま

た
独
自
集
会
で
は
、
米
軍
損
須
賀
基
地

の
反
戦
氷
只
か
ら
の
運
帯
の
ア
ビ
ー
ル

が
、
ど
ク
ト
リ
ア
良
闘
氏
か
ら
覗
み
あ

げ
ら
れ
た
。

反
試
保
集
有
食
の
集
会
は
、
こ
の
間

の
相
模
騨
闘
争
の
a
発
の
涯
及
を
受
け

て
、
多
致
の
労
働
者
が
軸
集
し
つ
つ

も
、
仕
氏
の
輿
籾
の
削
に
、
盛
り
ヒ
リ

を
X
い
た
ま
ま
、
総
俸
と
し
ご
刀
ノ
の

一ア
に
活
し
込
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

築
会
後
の
デ
モ
で
は
、
全
学
連
、
反

戦
の
プ
ロ
統
派
の
隊
列
は
、
東
水
労
暫

始
鄙
、
川
崎
巾
撒
の
労
働
者
と
合
洗

し
、
再
!
犠
動
隊
の
規
制
を
突
破
し
て

ノ
グ
ザ
グ
デ
モ
を
員
徹
し
、
総
評
の
デ

モ
隊
が
駅
前
通
り
で
解
敵
し
た
倣
に
も

再
度
ゲ
ー
ト
前
に
螢
働
し
て
、
川
崎
市

腰
、
東
水
労
労
働
壱
と
歯
も
に
集
会
を

有
な
い
、
「
テ
ノ
ト
撒
ム
、
搬
出
再
開

取
撃
」苅
し
、
総
刀
を
の
げ
π
紹
築
で

爵
単
物
貧
搬
出
を
集
力
阻
生
し
⊂
ゆ

く

二
と
が
画
く
標
瓜
一
致
さ
れ
に
。

ホ
ん
甲
骸
脈
《
は
、
約
血
日
人
が
児

重
へ
[幽
の
集
盆
に
介
入
し
、
ヂ
モ
終
∫

俊
、
別
」
尺
曲
全
園
」
紹
黛
し
し
い
疋

鄙
ノ
厄
と
と
ロ
凱
し
て
、
夕
力
か
ら
地

五
公
囲
e
独
目
の
拠
盆
を
有
ね

っ
た

後
、
ヂ
七
Z
有
瓶
⊃
た
)

教
葺
耶
は
、
ま
た

国
甦

"
武
験
の
李

節
"
を
同
え
た
。
さ

し
た
旬
差
し
陣
り
も

な
く
、
弐
渉
の
日
程

人
ー軌虎
化
さ
れ
て
い
り
。
酢
勾
の
賢

鰻
を
測
っ
て
の
曾
一
回
午
は
、
〃
異

和
毬
"
を
匁
し
褐
な
い
だ
ろ
う
.
た

と
え
救
昌
た
ち
が
、
こ
れ
が

〃
止

、,"
な
の
だ
と
思
っ
て
渦
足
し
て
い

よ
う
と
も
▼
こ
の
辺
に
人
阪
人
学

で
、
提
期
ス
ト
で
且
れ
て
い
た
昨
年

度
の
反
期
試
験
の
凶
、
か
え
だ
ま
父

験
が
允
晩
し
た
と
し
て
人
膨
ぎ
に
な

っ
ん

こ
の
降
科
亡
厨
聞
や
r
レ
」

の

一
ー
ノ
で
刈
っ
た
鼠
が
・都
入

学
の
戸
叉
て
ら
よ
、
こ
こ
ご
も
や
は

り
,異
屈
辱
"
礼

ηし
得
な
か
っ
た

だ
う
つ
。
た
と
λ
尽
人
の
教
・目
た
ち

が
、
阪
く
の
対
叱
は
ー
俸
と
恩
し
た

と
し
て
も
で
の
0
▼
阪
八
の
処
置

は
、
ハ
八
昼
写
Uの

轟
で
独
と
て

も
』
し
ろ
几
な
い
は
と
r
慨
て
あ
っ

た

刀
ん
だ
詠
気
験
て
丹
発
さ
れ
た

気
の
肛な
臥
八

た
ち
は
、
賊
人
当

局
の
祠
会
的
好偏
ぜ
回
侶
す
④
た
め

の
"智
け
賛
"
だ
こ
い
う
説
が
あ

る
。
つ
ま
り
例
の
く
試
問
題
傭
え
い

事
件
で
債
用
低
手
を
き
た
し
た
阪
大

当
局
が

笑
は
き
び
し
く
試
験
の
営

岬
を
し
て
い
る
と
い
う
公
勢
を
世
間

に
小
す
π
め
に
、
か
え
だ
ま
,又験
事

揖
を
利
用
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
▼

阪
大
当
局
の
対
心
は
、
ま
ず
社
会
的

承
認
を
得
た
よ
つ
で
あ
る
.
で
は
致

が
承
人
の
堀
状
は
ど
う
か
。
試
験
留

押
が
、
例
勾
に
比
し
て
さ
は
ど
き
び

し
く
な
っ
た
と
も
思
え
な
い
。
試
験

の
際
の
身
分
譜
明
表
の
携
串
に
つ
い

て
も
、
あ
ま
り
う
りさ
く
昌
う
教
昌

は
い
な
い
.
ま
あ
支
験
省
の
数
ぐ
ら

い
は
即
え
て
い
④
よ
う
だ
が
.
そ
し

て
か
え
だ
ま
受
験
は
例
勾
ど
お
り

▼
な
ん
と
い
っ
て
あ
凧
人
は
、
二

回
竺
の
央
譜
の
賛
録
を
め
ぐ

っ
て

"
暴
勤
"
が
虚
き
る
よ
う
な
人
学
な

の
だ
。
試
験
の
辞

を
き
ひ
し
く
す

る
な
ん
て
自
っ
た
ら
、
学
勺
が
何
を

し
で
か
少
か
し
れ
な
い

そ
れ
よ
り

は
こ
の
ま
ま
平
穏
な
力
が

と
示

大
の
餐
呂
連
は
凶
え
て
い
④
の
だ
ろ

う
。

(拓
)

10朋
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270円

ク ェ ー サ ー 妄宏葵馨・寿岳潤
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`

σ
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・
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組
貌
破
壊
目
指
し

集
中
し
た
弾
圧

E
 
現
在
の
禅
圧
攻
勢
は
、
三
里
塚
の
育

年
行
動
隊
と
興
闘
部
隊
へ
の
弾
圧
に
象

徴
的
な
よ
う
に
、
強
力
な
マ
ス
コ
ミ
の

援
護
下
で
、
大
規
棚
な
フ
レ
ー
ム
ア
ノ

ブ
を
伴
.
て
、
革
命
的
な
団
体
、
組
織

の
壊
滅
を
目
指
し
た
も
の
と
し
て
か
け

ら
れ
て
き
て
い
る
。

三
里
塚
で
は
、
昨
年
十
二
月
八
日
の

第
一
次
逮
捕
以
来
十
五
度
に
わ
た
り
、

の
ペ
一
一
五
名
に
も
及
ぶ
不
当
逮
捕

者
。
そ
し
て
、
全
員
の
固
い
団
結
に
支

え
ら
れ
た
完
黙
闘
争
に
業
を
煮
や
し
て

"自
供
ψ
を
デ
ノ
チ
L
げ
、
マ
ス
コ
ミ

を
駆
使
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
っ
て

フ
レ
ー
ム
ア
ノ
ブ
し
、
評
拠
も
な
い
ま

ま
、
腹
い
せ
的
に
麿
行
隊
四
五
名
を
起

訴
し
て
い
る
。
開
溢
の
目
途
が
一切
立

た
ず
、
遣
い
つ
め
ら
れ
た
権
力
側
の
、

警
察
、
検
察
、
マ
ス
コ
ミ
】
体
と
な
っ

た
大
弾
圧
攻
畢
に
対
し
て
、
反
対
同
盟

を
中
心
に
、
9
・
胸
人
鼠
人
爽
会
を
か

ち
と
り
、
着
実
に
反
灘
が
開
始
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
、
関
西
に
お
い
て
は
、
「
肇
口

赤
躍
事
件
」
に
綬
い
て
、
「
テ
ル
ア
ビ

ブ
事
件
」
に
際
し
て
も
、
活
動
家
学
生

へ
の
微
底
し
た
追
跡
調
査
き
ロ
L
フ
ー

1
戦
が
"
な
わ
れ
、
「
小
刀
を

込
っ

た

こ
し
⊂
逮
捕
・
起
訴
を
射
な
い
、

一犯
人
と
接
触
し
た
ら
し
い
」
と
し
て

国
際
的
な
指
名
手
配
を
行
な
う
と
い
う

で
た
ら
自
が
横
行
し
て
い
る
。
そ
し
て

へ[、
4
・28
覚
派
闘
争
に
お
け
る
革
マ

ル
脈
学
斗
の
死
を
臼
実
と
し
た
プ
ロ
統

派
へ
の
組
織
破
捜
攻
舷
。

権
力
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
全
面
的
協
力

の
も
と
に
、
階
級
闘
争
が
必
然
的
に
有

す
る
暴
力
的
側
面
を
日
常
不
断
に
歪
曲

し
て
宜
伝
し
、
労
働
者
人
風
に
革
命
運

勤
総
体
に
対
す
る
ゆ幻
滅
9
を
馨
兀
っ

け
、
"
絶
藍
4
を
強
制
せ
ん
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
闘
う
諸
個
人
に
あ
く
ま

で
も
o個
伊
と
し
て
の
対
応
を
但
り
、

"
継
せ
し
め
4
的
弾
圧
に
よ
る
伺
喝
を

通
し
て
屈
服
こ
せ
、
闘
う
団
紬
の
解
体

己
闘
う
組
織
の
壊
滅
を
本
格
的
に
狙
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

フ
レ
r
ム
ア
ノ
ブ
や
課
略
に
対
し
て

は
、
亨
実
の
鮮
明
な
暴
露
、
掴
力
の
意

図
の
暴
露
を
、
ま
ず
第
一
に
徹
底
し
て

や
り
切
ら
ね
は
な
ら
な
い
。
敵
側
の
デ

マ
寛
伝
の
氾
灘
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
と
手
段
を
利
用
し
て
、
そ
れ
を
上
回

る
事
実
の
宣
伝
活
動
を
行
な
つ
こ
と
、

こ
の
あ
ま
り
に
も
ヨ
然
な
反
攣
の
不
断

の
積
み
眞
ね
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し

て
、
闘
い
の
週
義
性
、
決
起
の
正
当
性

を
貫
徹
し
、
分
断
と
団
結
の
解
体
攻
撃

を
は
ね
の
け
て
、
斯
た
に
産
み
出
さ
れ

る
革
命
的
共
同
骨
を
、
総
体
と
し
て
裡

力
の
前
に
趣
き
ぽ
し
て
行
か
ね
は
な
ら

な
い
。運
用
瓢

列
改
悪
留
置
規
則

E

権
力
側
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
も
っ
て

ル
断
-
冨
服
を
強
制
し
て
く
る
。
7
・

15
目
的
隊
派
兵
阻
"
北
熊
本
闘
争
の
戦

士
に
対
し
て
、
留
鳳
規
則
改
訂
後
初
め

て
、
留
置
所
に
お
い
て
漉
具
が
使
用
さ

れ
た
こ
と
が
暴
露
さ
れ
た
。
(先
週
号

ニ
ュ
ー
ス
参
照
)

「被
疑
首
留
置
規
則
」
と
は
、
「
遠

捕
さ
轟
た
被
疑
者
の
留
置
を
適
正
に
行

な
う
た
め
、
必
要
な
箪
項
を
定
め
る
ご

と
を
目
劇
と
す
る
」
国
家
公
安
委
艮
会

が
竈
め
る
規
則
で
あ
り
(同
規
則
第
】

条
)
、
昨
年
十
月
二
八
日
、
国
家
公
安

委
員
会
は
、
警
察
庁
の
硬
請
を
受
け
て

こ
の
】
部
を
改
訂
し
、
昨
年
十
二
月
一

日
よ
り
施
行
し
た
。
(資
料
9
照
)

改
訂
の
第
一
点
は
、
留
置
場
の
「保

責
」
に
関
す
る
第
二
+
条
で
、
こ
れ
ま

で
、
留
置
人
が
「逃
亡
、
曇
行
、
自
殺

等
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
の
防
止
の
た

め
必
嬰
と
認
め
る
と
き
」
に
は
、
留
置

場
内
で
「手
鍵
、
禰
じ
ょ
う
等
」
の
使

用
を
認
可
す
る
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、

こ
の
改
訂
に
よ
っ
て
、
新
た
に
防
声

具
、
鎮
静
衣
な
ど
の
戒
具
を
つ
け
加
え

た
。
同
日
発
せ
ら
れ
た
後
藤
田
警
漿
庁

長
官
の
「
酬
令
」
に
よ
る
と
、
防
声
具

と
は
「
口
お
よ
び
上
下
の
あ
ご
を
完
全

に
ぶ
さ
ぐ
大
き
さ
の
半
裁
鷹
円
形
の
マ

ス
ク
型
で
、
口
部
を
固
定
さ
せ
る
装
置

を
備
え
た
も
の
」
と
さ
れ
、
鎮
静
衣
と

は
「頚
鄙
以
下
の
身
体
を
つ
つ
み
、
適

宜
の
遠
気
孔
を
設
け
た
袋
状
の
も
の
」

と
説
明
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
「適
宜
な

縦
の
硬
ベ
ル
ト
の
左
右
に
手
首
を
固
定

す
る
た
め
伸
縮
で
き
る
輸
を
設
け
、
後

部
に
お
い
て
止
め
る
」
ベ
ル
ト
手
錠
が

復
活
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

こ
れ
ら
の
戒
具
(拷
間
具
)
の
う

ち
、
防
声
具
は
拘
最
所
で
こ
れ
を
は
め

ら
れ
た
被
告
人
が
一「十
分
後
に
蟹

死

し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
て
、
こ

の
締
果
、
法
務
省
矯
正
局
畏
が
「使
用

中
は
医
師
を
し
て
時
女
そ
の
状
況
を
視

察
せ
し
め
る
こ
と
「等
の
癌
意
の
通
牒

を
発
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
代
物
で
あ

り
、
鎮
蘇
孜
は
別
名
狭
掬
孜
と
も
呼
ば

れ
、
首
か
ら
下
の
行
動
の
自
由
を
全
く

奪
わ
れ
て
、
身
体
、
生
命
に
危
険
で
あ

る
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
明
白
な
た
め
、

戦
前
に
お
い
て
さ
え
も
厳
格
な
使
用
基

準
が
設
け
ら
れ
、
医
師
の
同
意
と
時
々

の
視
察
が
親
務
づ
け
ら
れ
、
現
在
で

は
、
刑
務
所
、
何
眞
所
で
も
ほ
と
ん
ど

梗
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
危
険
で
残
虐
な
も
の
で
あ
る

に
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
改
訂
に
伴
う

後
藤
田
長
官
の
「
訓
令
」
に
お
い
て
、

「六
時
間

(ー
)
以
⊥
使
用
し
て
は
な

ら
な
い
」
「使
用
中
は
、
留
置
人
の
動

静
に
つ
い
て
常
に
庄
意

」
と
便
用
上

の
危
険
性
に
「
定
の
「配
慮
」
を
ぬ
っ

て
い
る
か
の
ご
と
く
見
せ
な
が
ら
、

「医
師
の
同
意
な
い
し
視
察
一
と
い
う

珀
は
な
い
。
」

組
織
破
壊
攻
撃
許
さ
ず

六
ら
に
、
こ
の
よ
P
㌣
姻
具
が
警
察

-
捜
査
機
閲
段
階
で
も
便
用
が
許
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
拷
間
貝
を
自

内
強
樫
の
強
力
た
飼
喝
材
料
と
し
て
利

用
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
放
具
と
は
名

ば
戸
り
で
、
四
安
に
は
反
払
す
0
斉
に

●

弾
圧
粉
砕
の
階
級
的
突
出
を

ー

AY
O入ー

>
O
Aー

,
♂
る
懲
31
、
報
復
と
し
て
陵
膚
こ
れ

て
き
し
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。改
訂
の
第
一一点
は
、
第

=
条
の
箔

入
れ
制
限
で
あ
り
、
「
警
寮
署
氏
が
指

」
℃
る
。〃占
が
調
霧
ま
た
は
取
O
扱
う

ー

φ
ー

0-

9曾

(戒
具
の
使
屠
)

第
20
条

塙
守
者
は
、
留
齪
人
に
つ
き
ふ
亡
、
掛
術
、
碧
勲
等
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
の
防
山
の
た
め
工
要
と

翻
め
る
と
き
は
、
警
喫
署
長
の
指
担
を
弧
け
、
留
置
場
内
に
お
い
て
贅

を
梗
用
す
る
こ
と
が
で
き
り
。

(戒
艮
の
租
類
等
)

第
20
条
の
2

戒
具
は
次
の
四
種
類
と
す
る
.

①
手
錠

の
補
じ
ょ
う

⑭
防
肩
具

④
趨
静
表

2

贅

の
制
式
お
よ
び
便
用
手
続
き
ほ
、
警
察
庁
喪
官
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
.

(弁
凝
人
以
外
の
者
と
の
接
見
授
受
お
よ
び
目
弁
購
入
)

第
31
乗

弁
護
人
以
外
の
者
か
ら
留
置
人
と
の
接
見
ま
た
は
書
類
そ
の
他
の
物
の
授
受
の
申
町
が
あ
っ
た
`
き

お
よ
び
留
瞬
人
か
ら
そ
れ
ら
の
物
の
臼
弁
購
入
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
便
噴
を
図
る
よ
う
に
し
な

け
れ
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
捜
査
上
ま
た
は
留
匿
場
の
保
安
上
藷

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
は
な
い
。

2

糧
食
の
蔑
入
お
よ
び
口
艸
購
入
は
、
こ
れ
を
票
止
し
て
は
な
ら
な
い
.

3

饗

@
交
蓼

昇

癸

咲

塗

湯

碧
亜筈
叢

き
、
襲

署
多

楚

す
ゑ
書

が
調
肇
k

轟

り扱
う
も
の
で
、
か
つ
、
警
察
暑
長
が
定
め
る
糎
類
お
よ
び
分
翼
に
よ
っ
て
行
な
わ

茗

も
の
と
f
る
.

4

第
1
項
お
よ
び
郵
2
環
に
規
箏

る
接
見
ま
た
は
書
知
モ
の
他
の
物
の
授
受
も
し
く
ぱ
そ
れ
ら
の
物
の
臼

艸
購
入
に
当
っ
て
は
、
接
見
に
立
ち
会
い
、
ま
た
は
授
受
も
し
く
は
申
弁
贈
入
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
物
の
坤
査

　

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

×

条
文
中
太
字
体
は
、
改
訂
に
よ
り
変
更
な
い
し
追
加
さ
れ
た
部
分
を
二
9

も
の
で
、
か
つ
、
警
察
署
良
が
足
め
⇔

糧
類
お
よ
び
分
量
」
と
い
う
三
一
条

.

項
の
遣
加
は
、
「
こ
れ
を
禁
止
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
一
一項
を
全
く
空
文

化
し
、
暑
入
れ
の
制
限
も
し
く
は
事
実

⊥
の
禁
計
で
あ
る
.
実
際
に
、
こ
の
項

目
を
梱
に
、
食
機
、
衣
類
等
の
辮
入
れ

を
禁
止
し
た
例
が
今
骨
に
な
っ
て
多
数

あ
っ
た
が
、
救
対
、
弾
対
関
係
者
の
粘

り
強
い
闘
い
に
よ
っ
て
そ
れ
を
突
破
し

て
き
て
い
る
。

留
蹴
所
に
お
け
る
減
具
使
用
の
認
可

と
声
八
れ
の
制
限
と
い
う
こ
の
改
訂

は
、
留
置
人
の
生
貸
与
奪
の
構
ま
で
も

警
芽
に
擁
ら
せ
よ
つ
と
す
る
も
の
で
、

警
察
側
の
裁
量
範
囲
の
増
人
は
、
7
の

盗
駅
田
鰹
川
を
促
し
て
い
る
,
こ
⊃
眠

訂
ー6
、
警
穽
北
洞
鴫
と
懐
柔
の
町
獣
の

材
科
を
与
え
る
も
の
で
酌
9
、
留
勝
所

を
一外
」
か
ら
避
断
し
て
"往
室
ψ
の

中
で
の
肉
体
的
・
糟
神
的
拷
間
に
よ
っ

て
偵
白
を
迫
う
つ
と
い
っ
詳
し
難
い
眠

藷
で
の
る
。

こ
の
改
患
留
置
規
則
の
箕
質
的
適
用

と
し
て
の
、
熊
本
に
お
け
る
7
・
15
闘

争
爪
当
逮
捕
者
に
対
す
る
戒
具
便
用
、

習
守
の
暴
行
、
弁
護
士
選
任
の
妨
書
等

に
対
し
て
は
、
不
当
魂
捕
省
、
現
地
救

灯
な
ど
に
よ
っ
て
、
警
察
署
垣
と
の
団

交
を
も
含
ん
だ
反
撃
が
強
閥
に
展
開
さ

れ
て
い
る
。-

ー
ヨ

諸
領
域
貫
く

弾
圧
粉
砕
闘
争
を

「I
」

㌦
ー

'酉

L
⊂
、
L

彗
ノ.げ
晦
力

の
弾
圧
攻
勢
の
翼
煽
構
遣
を
、
粗
稚
で

は
あ
る
が
着
干
ま
と
め
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
人
民
の
あ
ら
ゆ
る
反
乱
、
決

起
に
対
す
る
直
接
的
墨
力
的
圧
殺
。
榴

力
は
、
そ
の
曇
力
蛙
置
の
禾
断
の
強
化

に
よ
っ
て
、
階
級
性
を
露
わ
に
肉
体
的

探
殺
を
も
含
ん
だ
徹
底
的
攻
華
を
加
え

る
。
そ
し
て
、
逮
捕
書
へ
の
長
期
拘

留
、
大
量
起
断
、
実
刑
判
決
の
∂
み
せ

し
め
4
に
よ
る
団
結
の
解
体
と
屈
服
を

導
0
。
次
に
、
一切
の
闘
争
拠
点
の
剥
愈
。

拠
点
大
学
へ
の
警
祭
の
恒
常
的
出
入

り
、
ま
た
ロ
:
ラ
ー
作
戦
に
よ
っ
て
、

生
活
の
場
さ
託
愈
っ
て
行
く
。

そ
し
て
、
ρ犯
罪
防
止
4
を
掲
げ
た

地
颯
庄
民
の
組
織
化
。
位
民
相
互
の
監

視
体
制
を
確
立
し
、
自
警
団
を
組
織
化

し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
温
駄
を
形
成
す

る
。マ
ス
コ
ミ
、
報
庫
磯
関
の
輪
制
レし、

賜
喝
を
加
え
た
復
の
6
れ
の
徹
底
し
た

利
用
。
景
'依
に
、
法
律
前
、
制
農
的
弾
H
体

系
の
覆
弼
。
刑
法
改
」

保
安
処
分
新

設
、
火
焔
び
ん
法
、
留
置
規
則
改
鋤
、

ま
た
出
入
国
法
の
」
程
。

そ
し
て
、
権
力
側
は
こ
れ
ら
を
厘
し

て
、
反
革
命
包
囲
網
の
形
成
と
、
ワ
ァ

ノ
シ
ョ
的
な
国
民
統
合
を
気
購
せ
ん
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
糎
力
側
の
攻
畢
に
】
つ

一
つ
反
繋
し
て
行
か
ん
と
す
る
時
、

脅
、
弾
圧
粉
砕
戦
線
の
引
き
受
け
る
任

務
は
非
常
に
翼
犬
で
あ
る
。
し
か
し
、

弾
対

救
灯
盾
勤
が
、
あ
く
ま
で
ゅ
灯

策
"
漉
動
と
し
て
「第

一戦
線
」
的
な

色
影
を
い
ま
だ
に
色
濃
く
待
た
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
累
統
的
、
組

織
的
な
反
フ
/
ノ
シ
コ
弾
粉
闘
争
の

桓
葭
に
は
、
弾
圧
の
高
度
化
、
緻
密
化

に
も
規
疋
さ
れ
て
、
他
の
諸
領
炉
の
闘

い
と
の
翼
に
有
機
的
な
結
合
が
不
可
避

で
あ
る
。
様
女
な
領
域
で
の
闘
い
が

"闘
い
4
で
あ
る
限
り
、
ま
た
そ
の
闘

い
が
ラ
ノ
カ
ル
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

密
藥
し
た
強
力
な
弾
圧
を
覚
悟
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
自
瑚
の
理
か
ら
も
。

こ
し
て
、
亭
都
救
援
会
が
、
石
川
「
雄

民
へ
の
獄
中
弾
圧
へ
の
弾
劾
を
機
に
、

狭
山
弟
別
裁
判
の
闘
い
に
決
起
し
て
行

っ
た
こ
と
に
最
人
限
の
沖
目
を
ぱ
ら
っ

て
お
こ
う
。

弾
圧
粉
砕
闘
悟
は
、
プ
ル
ノ
」
ア
文

配
の
最
も
醜
悪
な
本
質
を
鋭
く
暴
露
す

る
闘
い
で
あ
り
、
政
、旧
糎
力
へ
の
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
人
民
の
闘
い
の
決
定
的
な

柱
で
あ
る
。
闘
う
団
結
を
解
体
せ
ん

も
の
と
必
死
に
な
っ
て
か
け
て
く
る
弾

圧
攻
勢
に
屈
せ
ず
、
団
結
を
断
乎
防
衛

し
、
ξ
の
闘
い
の
中
か
ら
、
そ
の
団
結

の
さ
ら
な
る
発
展
へ
。
組
織
的
な
、
密

集
し
た
弾
圧
攻
勢
は
、
よ
り
強
固
な
団

結
を
虚
み
出
し
て
行
く
こ
と
を
か
れ
ら

に
周
ら
し
め
ね
ば
た
ら
な
い
。肴
)

[
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副
題
を
見
て
も
分
る
通
り
、
本
督
の

甫
半
は
差
別
と
偏
見
に
関
す
る
考
案
の

中
か
ら
代
衰
的
な
見
解
を
解
説
し
、
後

半
に
お
い
て
、
ヵ
ナ
ダ
に
お
け
る

つ

の
弔
例
ー
ヵ
ナ
ダ
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ノ
、

仏
系
ヵ
ナ
ダ
人
、
臼
茶
ヵ
ナ
ダ
人
1
を

取
り
上
げ
て
い
る
、
な
お
削
半
に
つ
い

て
爵
省
冒
身
「
こ
の
部
分
に
は
私
個
人

わ
れ
て
い
る
の
か
、
で
あ
る
。
こ
の

一

点
の
問
い
に
対
す
る
本
欝
の
解
答
は
允

分
で
あ
る
と
は
盲
い
欝
い
。
こ
と
に
第

一点
心
闘
し
て
は
(
こ
れ
が
最
も
嵐
要

だ
と
轡
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
)
全

く
帆口え
ら
れ
て
い
な
い
。
U
ト
こ
の

一

～
を
封
針
と
し
2
つ
、
批
月
を
加
冨
」

れ
き
た
い
。

取
馨
的
に
な
る
」
と
い
つ
仮
説
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
削
に
、
な
ぜ
欲

求
不
澗
の
ハ
ケ
ロ
が
ス
テ
レ
ォ
タ
イ
プ

を
作
り
上
分
る
ほ
ど
く
り
返
し
同
一租

朔
の
人
々
に
同
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う

点
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
す
で
に
、
あ
る

差
別
・偏
見
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
仕
会
診
的
見
地
の
一
つ
と
し

て
礎
出
さ
れ
て
い
る
マ
ル
ク
ス
主
義
的

見
解
、
す
な
わ
ち
「
人
樫
箆
別
は
帝
国

モ
轟
の
発
展
と
結
ひ
つ
き
、
資
本
家
の

一
っ
の
遵
具
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
て

い
る
」
と
い
う
見
解
を
と
な
え
た
オ
ン

バ
ー
・
コ
.
ク
ス
な
る
学
者
の
説
を
、

「右
の
哲
え
力
に
は
薙
猷
が
あ
る
。
一

つ
は
資
本
イ
義
副
努
遜
づ
る
ま
で
人
栓

的
偏
輝
は
な
か
っ
た
と
い
つ
の
が
そ
れ

で
あ
る
」
と
批
ー
し
て
い
る
。
さ
b
に

の
研
究
放
果
は
習
無
で
あ
る
」
と
こ
`

わ
り
、
さ
ら
に
「
峯
瘍
は
学
術
霞
で
は

な
い
け
れ
と
も
、
読
畜
に
こ
の
継
野
に

お
け
る
ま
と
ま
っ
た
畑
識
を
提
供
し
」

い
と
い
う
の
が
狙
い
だ
か
ら
、
間
口
は

で
き
る
だ
け
広
く
あ
け
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
つ
に
、
平

明
で
読
み
易
く
は
あ
る
が
差
別
・
偏
兄

と
い
っ
た
問
題
を
、
あ
ま
り
に
も
面
堤

く
研
究
テ
ー
マ
内
に
包
み
込
ん
で
し
ま

っ
た
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

葦
別
・
偏
見
の
諸
問
題
を
あ
つ
か
つ

場
含
、
次
の
二卓
ば
必
♂
お
さ
凡
て
お

ひ
ね
ば
な
ら
な
い
と
慰
わ
れ
る
。
①
左

別
・
偏
見
は
い
か
に
し
て
現
出
す
る
の

か
②
左
別
は
い
か
に
し
ご
制
度
化
さ
れ

縦
持
さ
れ
て
い
る
の
か
、
③
そ
の
毘

別
、
偏
見
に
灯
し
て
、
い
か
な
る
闘
い

が
行
な
わ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
行
な

対外政策で'協 調、

三

一=

第
」点
、
蓬
別
・
偏
貝
は
い
か
に
し

て
製
出
す
る
の
か
.
ア
者
は
、
心
理
等

陶
見
地
、
並
び
一匙

へA
r
陶
契
畑
か
ら

叡
氏
田
な
五
つ
の
虎
を

げ
⊂
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
晋
看
の
力
法
は
並
列

的
、
麗
列
的
で
複
維
夢
岐
わ
た
る
差

別
・
偏
見
の
閻
題
を
解
く
鍵
で
あ
る
一

つ
の
理
論
を
夢
見
て
い
る
と
の
賂
を
免

れ
な
い
。
故
に
心
理
学
的
見
地
の
説
と

し
て
⊥
げ
b
れ
て
い
る
「
ス
ケ
ー
プ
・

ゴ
ー
ト
」
餅
、
つ
ま
り
、
フ
ラ
ス
ト
レ

ー
ン
3
ン
を
漉
放
す
る
た
め
に
無
砥
机

な
山
年

(仮
差
別
番
)
を
攻
艦
し
、
そ

の
繰
り
低
し
に
よ
り
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

が
生
ま
れ
、
工
当
化
合
理
指
さ
れ
る

と
い
う
説
の
あ
つ
か
い
も
極
め
て
疵
濤

藁

 

ソ
運
に
お
い
て
よ
ダ
ヤ
弔
が
偏
見
を
も

た
れ
て
い
る
事
実
を
士
げ
、
次
の
よ
う

に
口
つ
,

「
こ
れ
は
根
本
的
な
擢
輪

て
、
脅
済
の
押
組
み
、
佐
っ
て
礼
ゑ
の

建
組
み
が
変
が
っ
て
も
人
欄
的
民
肱
剛

偏
見
や
藻
別
は
消
失
し
な
い
こ
と
を
告

げ
て
い
る
」
し
か
し
、
こ
れ
は
全
く
の

論
理
の
す
り
変
え
に
過
ぎ
な
い
。
な
ぜ

な
ら
本
晋
の
こ
の
鄙
分
で
は
「い
か
に

箆
別
・
偏
見
は
現
出
す
る
の
か
」
が
、

つ
ま
り
一
理
論
的
考
集
」
が
行
な
わ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
b
ず
、
単
に
コ
ッ

ク
ス
の
理
諭
を
ン
遮
の
陥
例
と
い
う
事

実
に
微
き
変
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

上
の
他
に
も

ち
の
煮
汎
方
が
述
押

ら
れ
て
い
る
が
翼
剣
に
こ
の
聞
題
を
考

で
あ
る
。
こ
の
説
の
批
判
さ
れ
る
へ
き
.
え
よ
つ
と
す
る
人
は
、
そ
の
表
面
的
な

貞
は
普
看
の
恐
へ
る
よ
つ
に
「
フ
フ
ス

こ
と
に
不
商
を
宛
え
る
だ
ろ
う
。
「
ま

ト
レ
ー
シ
コ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
人
は

換

一一=
=

二
醐

一

i二
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日米 ハ ワイ会談

田中訪中への布石

 

田
中
自
相
は
大
平
外
姻
ら
と
と
も

に
、
ハ
ワ
イ
で
の
日
米
色
脳
食
談
に
向

け
て
パ
月
一一二
日
午
前
七
時
虹
八
分
羽

国
空
セ
を
出
発
、
同
午
硬
}時

一†
分

嘱

肥
時
間
一
目
八
時
.;
分
)
に

↓
ノ
ル
ル
の
ヒ
ノ
ヵ
ム
'
溢
に
詞
看
し

た
。ハ
ワ
イ
で
の
目
へ
会
.醜は
、
九
月
一

目
午
前
(現
地
一=
日
午
後
)
に
第
一

回
会
鹸
、
ご
日
早
明
(現
地
一
日
年

剛
)
に
第
二
回
会
談
が
男
催
さ
れ
、
そ

の
あ
と
ー
二
項
目
か
ら
な
る
共
圓
声
明

を
発
麦
し
て
、
卒
国
桿
を
終
え
尤
。

今
回
の
日
米
会
談
で

團
は
、
日
本
の
対
中
国
政

'
策
へ
の
了
騨
を
米
側
に
取
り
っ
け
る
こ

と
と
、
日
米
の
経
済
関
係
と
り
わ
け
貿

易
の
不
均
衡
の
問
題
と
が
、
童
嬰
な
課

う
子
旨
か
ら
、
そ
れ
も
均
磐
と
は
己
え

る
が
。
第
二
点
の
検
討
に
移
ろ
つ
。
差
別
は

い
か
に
制
度
化
さ
れ
維
持
さ
れ
る
の

か
。
習
吾
は
差
肘
さ
れ
や
す
い
四
つ
の

指
標
と
し
て
、
人
種
、
文
化
、
言
諸
、

新
し
い
移
民
を
採
用
す
る
。
第
=
部
の

三
つ
の
事
例
の
う
ち
、
ヵ
ナ
々
。
イ
ン

デ
ィ
ァ
ン
に
は
こ
の
四
一
つ
(
人
種
、

らず差別の根源に迫一

 

文
化
、
日
諮
)
が
あ
て
は
ま
り
、
仏
瓶

ヵ
ナ
ダ
人
に
は
文
化
と
〒口讃
が
、
日
莱

ヵ
ナ
ダ
人
に
は
四
つ
全
協
が
あ
て
は
ま

る
。
辻
会
総
体
と
し
て
栢
刀
を
菰
握
し

て
い
る
方
が
、
自
分
疋
の
法
と
経
猶
機

構
を
作
り
上
げ
る
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
か

ら
⊥
地
を
つ
ば
い
伎
等
を
居
劇
地
(コ

ザ
ー
ブ
)
へ
押
し
込
め
る
。
自
語
の
遜

止
賜
雪

た
知
醸
を
従
供
し
た
い
」
と
い

・い
は
教
脅
の
題
い
と
直
結
す
る
。
そ
れ

二
三
=一ヨ
一

二
三
一ヨ
一一冨

三
一三
=
一一三

題
と
さ
れ
た
。

A「年
二
月
に
ニ
ク
ノ
ン
が
訪
中
し
た

が
、
米
国
の
対
中
接
近
は

ゆ政
治
的
ポ

ー
ズ
`
と
い
う
想
格
が
強
く
、
具
体
的

な
国
交
回
復
な
ど
の
問
題
で
は
遅
々
と

し
て
お
り
、
台
湾
に
関
し
て
も
当
面
支

持
の
方
劃
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
日
本
政
府
は
、
最
初
出
遅
れ
た
感

が
あ
っ
た
が
こ
れ
は
日
中
の
歴
史
的
地

理
的
関
係
か
ら
直
っ
て
も
米
国
の
様
に

ポ
ー
ズ
だ
け
で
は
す
ま
な
い
の
で
対
中

九
月
十
一
日
、
南
ヘ
ト
ナ
ム
臨
時
卑
命
奴

府
は
「米
国
の
疑
略
戦
争
終
脂
と
ヘ
ト
ナ
ム

に
為
け
る
和
平
回
復
に
関
ず
る
嵐
要
岬
明
」

を
発
衣
し
た
。
こ
れ
は
二
月
二
日
の
コ
一項

目
補
足
説
朋
」
以
来
の
も
の
こ
あ
る
。

A,回
の
角
明
に
お
い
て
も
、
停
峨
だ
け
1

政
肘
.権
力
同
題
と
単
箪
間
題
の
分
勲
ー
を

要
求
す
る
米
国
釧
に
対
し
て
、
鵠
貯
車
67
奴

府
は
め
く
よ
で
政
府
・橿
力

問
題
と
班
事
間
題
の
同
時
解

決
を
土
張
し
つ
つ
も
そ
の
内

容
に
お
い
て
微
妙
し
変
化
し

て
い
る
。

h

す
な
わ
ち
、
米
域
府
へ
の

要
求
に
お
い
て
、
①
グ
エ
ン

内乙 閃 鱒 殉

政
策
確
疋
に
時
間
が
か
か
っ
た
だ
け
で

あ
り
、
田
中
内
閣
発
足
以
皮
米
国
の
ペ

ー
ス
を
越
乳
て
対
中
接
近
を
開
始
し
て

い
る
。
し
か
し
由
申
の
諺
中
が
、
多
角

的
平
和
共
存
外
交
の
展
開
と
い
う
ニ
ク

ソ
ン
の
外
交
政
策
と
矛
盾
し
な
い
以

上
、
米
側
は
反
対
せ
ず
日
本
政
府
の
対

中
政
策
を
認
め
「
連
絡
は
密
接
に
取
る

が
、
日
米
両
国
は
対
中
関
係
で
は
そ
れ

ぞ
れ
別
個
の
道
を
行
く
」
と
し
た
の
で

あ
る
。

し
て
瞳
に
認
め
る
事
を
表
わ
し
て
い
る
。

二
月
の
二
項
目
捕
足
脱
明
で
は
、
チ
ュ
ー

大
軌
狽
が
辞
任
し
、
サ
イ
ゴ
ン
政
櫨
が
弾
比

抑
厩
機
栂
を
解
体
し
た
あ
と
に
=
著
構
成
の

民
族
相
合
政
府
樹
立
に
つ
い
て
蒔
し
倉
つ
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
の
声
明

で
は
、
こ
つ
し
た
具
体
的
手
続
き
に
つ
い
て

は
は
っ
き
り
占
明
せ
ず
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
各

南ベ トナム

臨 革 政 府

 

・
バ
ン
・
チ
講
ー
大
統
領
の
則
時
醸
任
を
製

求
し
て
い
な
い
(
米
国
の
チ
ュ
ー
政
揺
へ
の

支
持
を
や
め
る
喪
求
)
②
チ
ュ
ー
政
権
の
弾

圧
機
碑
解
体
、
抑
圧
政
策
の
檸
止
④
「二
つ

の
政
梱
二
つ
の
軍
隊
」
の
存
仕
を
公
式
に
認

め
る
表
境
を
使
用
し
て
い
る
轍
に
お
い
で
軍

隊
を
も
っ
た
ま
ま
の
サ
イ
ゴ
ン
政
権
を
三
派

連
立
政
権
(民
族
和
合
政
府
)
の
一
要
素
と

故
、
仏
系
ヵ
ナ
ダ
人
』
社
会
磯
構
か
ら

る
」
と
、
こ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ク
な
配

つ
ま
弾
き
さ
れ
る
。
「日
本
人
は
一日

述
は
た
兜
、
自
己
保
身
に
よ
る
差
別
の

三
杯
の
米
を
食
べ
て
い
れ
ば
満
足
し
て

助
長
を
生
み
出
す
だ
け
で
あ
る
。

い
る
」
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
よ

ま
た
、
次
の
よ
つ
に
も
琶
つ
、
解
決

り
、
不
当
な
日
給
を
あ
て
が
わ
れ
る
。

の
遵
と
し
て
ニ
ア
モ
ク
ラ
シ
ー
が
存
続

ま
た
、
第
二
次
人
戦
が
始
ま
る
と
、
敵

守
る
限
り
、
市
民
の
岬
を
政
治
疋
反
映

国
人
と
い
う
理
由
で
強
制
抑
留
さ
せ
ら

さ
せ
る
こ
と
ほ
不
可
能
で
は
な
い
。
人

れ
る
。
こ
れ
等
の
こ
と
が
、
槻
力
者
の

類
の
釆
来
建
設
は
ど
こ
か
ら
か
始
め
ね

経
済
的
思
惑
と
根
拠
の
な
い
偏
見
に
よ

ぱ
な
ら
な
い
。

っ
て
た
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
習
脊
の

石
恥
は
個
人
が
別
の
個
人
に
、
モ
し

膚
つ
よ
う
に
「
差
別
さ
れ
た
民
族
の
悲

て
菓
団
が
別
の
集
団
に
と
連
帯
を
強
め

劇
は
、
彼
等
が
長
い
歴
史
を
も
ち
、
そ

そ
の
馨
柑
の
中
か
ら
政
治
を
勤
か
づ
力

の
歴
更
の
璽
圧
の
下
で
生
き
て
ゆ
か
ね

を
引
き
出
し
、
蚊
冶
の
刀
で
祉
会
の
仕

ぱ
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
も
卓
に

組
み
を
少
し
ず
つ
£
ん
て
ゆ
く
の
が
畿

一年
や
二
年
の
聞
だ
け
続
く
『
有
限
』

良
の
遭
で
あ
ろ
つ
」
と
。
政
治
に
艮
力

が
約
束
さ
れ
た
黄
し
み
で
は
な
い
。
い

を
か
け
る
こ
と
に
よ
る
の
も
確
か
に
ひ

つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
『
無
限
』

と
つ
の
力
泓
で
は
あ
ろ
つ
。
だ
が
本
書

こ
も
見
え
る
菖
し
み
の
建
続
な
の
で
あ

の
中
に
あ
る
惑
つ
に
一九
七
【
耳
の

る
」

「
私
の
尊
歌
す
る
ア
メ
リ
刀
人
」
に
篤

本
書
に
は
こ
れ
以
外
に
も
日
人
に
よ

一
位
が
ニ
ク
ノ
ン
大
統
領
、
十
位
が
ウ

っ
て
鋤
比
、
排
斥
さ
れ
t
民
族
種
族
の

オ
ー
レ
ス
舶
事
で
あ
る
。
中
産
階
級
入

例
が
多
い
。
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ

多
数
の
現
状
が
こ
の
よ
う
な
衆
國
で
、

系
、
米
国
に
お
け
、
チ
ニ
ロ
キ
ー
`
い

黒
人
の
、
ユ
タ
ヤ
系
米
人
の
、
イ
ン
デ

う
邸
玖
、
南
ア
フ
リ
ヵ
に
お
け
る
ア
ハ

イ
ァ
ン
の
解
取
が
、
爵
壱
の
し
う
よ
つ

ル
ト
ヘ
イ
ト
等
女
で
あ
る
。

な
や
り
方
で
も
た
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
報
告
は
何
の
た
め
に
な

さ
ら
に
痢
ア
フ
リ
ヵ
の
よ
つ
に
、
ア
ハ

さ
れ
た
の
か
。
「ま
と
ま
っ
た
知
識
」

ル
ト
ヘ
イ
ト
に
反
対
す
る
黒
人
、
良
心
「

は
何
た
め
に
提
供
さ
れ
る
の
か
。
差

的
臼
人
に
弾
圧
を
も
っ
て
臨
む
国
象
を

別
.
偏
見
に
対
し
て
い
か
な
る
闘
い
が

「少
し
ず
つ
裂
え
て
ゆ
く
こ
と
」
が
可

な
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
な
さ
れ
て
い

能
だ
ろ
っ
か
。

る
の
か
と
い
う
問
い
が
次
に
起
こ
る
。

そ
の
±
者
召
が
終
軍
を
書
き
終
え
た

だ
が
、
譜
召
は
苔
え
な
い
。
わ
ず
か
に

時
、
「私
は
心
か
軽
く
な
る
の
を
覚
え

日
本
人
に
対
し
て
次
よ
つ
に
い
う
る

た
。
長
年
の
宿
題
を
や
っ
と
果
た
す
こ

の
み
で
あ
る
。
「
偏
見
は
基
塞
的
に
カ

と
が
で
き
た
か
ら
て
あ
る
」
と
薔
く

テ
ゴ
リ
ヵ
ル
な
思
考
様
式
だ
か
う
日

時
、
蓮
別
・
偏
見
を
研
究
す
る
学
者
の

本
人
と
い
う
だ
け
で
差
別
す
る
の
に
「

宿
題
が
、
差
別
・偏
兄
を
打
ち
破
る
こ

分
な
理
田
と
な
る
場
合
が
め
る
。
日
小

と
で
は
な
く
単
に
　ま
と
ま
っ
た
知
識

人
は
こ
れ
か
ら
国
際
社
会
に
出
か
け
て

を
提
供
す
る
」
の
み
で
あ
り
、
そ
の

仏
く
活
動
す
る
の
で
あ
ろ
つ
か
ら
、
人

「
宿
題
」
を
累
た
し
て
、
心
の
脱
く
な

種
的
差
別
ζ
偏
見
の
問
題
は
灯
罎
の
火

る
の
を
克
え
」
る
と
い
っ
に
卸
圧
し
か

事
で
は
縄
ま
さ
れ
な
く
な
っ
て
く
る
、

主
体
性
が
無
い
時
、
は
た
し
て
払
本
的

落
蟹
目
分
で
避
験
す
る
機
銭
が
ふ
え
る

解
決
が
あ
り
え
よ
⊃
か
。

で
あ
ろ
つ
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か

本
礎
は
今
ま
で
日
本
て
は
、
昏
う
く

ら
の
間
題
に
つ
い
て
春
干
の
遷
礎
的
な

世
界
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
C
い
な
い
力

知
識
を
も
っ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し

ナ
ダ
に
お
け
る
人
檀
丘
別
が
縦
告
ご
れ

い
。
す
な
わ
ち
、
人
種
的
差
別
と
偏
見

て
い
る
、
そ
の
ゴ
妹
で
ば
西
`
の
口い

は
恢
女
な
現
象
を
み
せ
る
け
れ
ど
も
、

よ
つ
に
、醜
ん
て
間
H
い
「も
の
で
ぱ

根
本
的
な
点
を
理
解
し
て
お
け
ズ
か
な

あ
る
が
、
「
圓
日
い
」
で
は
断
よ
さ
れ

り
更
込
ん
だ
分
析
が
で
き
る

と
考
え

な
い
よ
り
架
刻
な
樹
題
の
屏
決
の
宿
劃

ら
れ
る
。
自
分
で
分
析
で
さ
る
な
ら
、

と
な
る
べ
き
切
の
ゆ
人
け
て
い
㊧
よ
,

目
分
の
行
動
も
他
人
の
行
動
も
分
析
で

で
の
⇔
。

き
る
は
ず
だ
し
、
従
っ
て
、
自
分
の
ζ

鴫
)

る
へ
き
行
勤
を
予
測
し
つ
る
は
ず
で
め

三
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こ
れ
に
従
っ
て
日
米
安
保
体
制
の
変

化
が
予
想
さ
れ
る
が
、
共
同
声
明
で
は

「
維
持
す
る
」
と
し
か
晋
か
れ
て
い
な

い
し
、
安
保
条
約
の
「極
東
条
項
」
や

六
九
年
日
栄
共
同
岡
明
の
「台
湾
条
項
」

に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。し
か
し
、日

帝
の
対
中
接
近
1
「労
吻
者
国
家
」と
協

調
を
と
り
つ
け
る
甲
で
、
日
米
女
保
体

制
の
質
的
再
編
が
目
論
ま
れ
て
い
る
こ

皿と
は
確
か
で
あ
る
。
日
米
安
保
体
制

一は
、
階
級
矛
盾
の
体
制
間
矛
眉
へ
の
鞭

3
モ

監

「
チ
一
ー
辞
任
、
サ
イ
ゴ
ン
政
杷
の
ク抑

圧
9
機
構
解
体
に
続
く
民
族
和
合
政
府
の
樹

立
は
「
共
屍
主
浅
戚
権
の
押
し
つ
け
」
に
な

る
と
し
て
粕
対
に
輿
け
入
れ
ら
れ
な
い
}
と

強
く
反
対
し
て
い
る
米
国
政
府
の
Ψ
場
に
一

疋
の
妥
協
案
を
提
示
し
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。十
四
日
開
か
れ
た
パ
リ
麺
平
会
談
で
は
、

二
項
目
声
明
を
発
表

和
平
交
渉
最
終
局
面
へ

勢
力
は
「
半
等
、
相
互
尊
敬
」
の
立
場
で
団

結
し
て
、
民
族
和
合
政
府
を
樹
立
す
る
と
述

べ
て
い
る
。

こ
の
事
は
、
岡
朋
の
把
の
部
分
に
お
い

て
、
米
軍
撤
返
の
時
期
を
限
定
し
て
い
な
い

こ
と
や
、
「臨
時
輩
命
政
府
は
南
ベ
ト
ナ
ム

に
共
産
主
編
政
権
を
押
し
つ
け
な
い
」
と
意

思
衰
示
を
行
な
っ
て
い
る
事
を
も
倉
め
て
、

曹

置

審

こ
の
β
明
が
正
式
提
非
と
し
て
出
さ
れ
、

「共
芭
主
義
者
の
従
来
の
立
場
は
何
を
変
る

も
の
で
な
い
」
と
一
蹴
し
た
サ
イ
ゴ
ン
政
掴

代
羨
に
対
し
、
米
政
府
代
衷
は
「
こ
の
声
明

は
解
放
戦
線
が
遡
馨
を
経
ず
に
擢
刀
に
つ
こ

う
と
す
る
擬
捜
こ
す
ぎ
な
い
」
と
い
い
つ
つ

も
「
さ
ら
に
分
析
、
検
討
す
る
一
と
母
け
加

え
、
微
妙
な
食
い
艦
い
を
見
せ
た
。

≡
=

1

制
に
基
づ
く
対
外
〔対
甲
、
対
ノ
)
反

革
命
準
事
体
制
と
い
う
性
稲
か
う
、
よ

直
接
的
に
円
乱
鎖
圧
、
氏
族
解
放
闘

争
の
圧
殺
を
目
国
と
し
た
で
れ
へ
と
再

編
さ
れ
て
行
か
ん
と
し
て
い
る
と
昌

え
る
、
経
済
問
題
に
っ
い
て
は
、
反
革

命
対
外
敵
策
に
+40け
る
励
祠
と
い
う

こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
独
目
利
西
を
美
き

出
し
つ
つ
も
、
両
ゐ
が
"
妥
励
4
し

「合
埋
的
」
(プ
ル
ノ
コ
ア
的
)
な
解

決
を
め
ざ
す
こ
と
危
約
来
し
π
.

実
に
、
丁
五
日
、
キ
,
ン
ノ
ノ
ー
米
大
翫

領
補
佐
菖
と
レ
・
ド
ク
・ト
ハ
リ
食
産
代
衣

団
痔
別
顧
間
の
秘
鐙
会
談
が
も
た
れ
、
将
米

の
用
ベ
ト
ゴ
ム
の
政
治
形
塑
、
政
機
構
厩
を

め
ぐ
っ
て
応
酬
が
あ
っ
た
模
橡
で
あ
る
。

ヘ
ト
ナ
ム
「和
平
」
交
渉
は
、
こ
つ
し
ζ

公
A
、
非
公
式
会
談
を
通
し
故
府
-
橋
力
間

題
に
熊
点
を
双
b
れ
、
大
諾
め
を
迎
え
こ
い

る
。
和
舎
政
府
に
参
加
す
る

.

申
立
派
の
半
数
が
臨
時
革
命

政
府
側
に
包
摂
さ
れ
事
夷

上
、
臨
蒔
革
命
政
府
が
過
半

数
を
文
配
す
る
誕
に
難
色
を

示
し
、
ま
た
、
今
の
と
こ
ろ

・

自
分
の
手
で
チ
ュ
ー
大
硯
領

を
"
O
拶
定
避
け
よ
つ
と
す
る
米
凶
と
の
や

り
と
り
は
、
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
革
命
ー
民

族
試
裳
解
放
闘
争
の
塊
契
に
孕
よ
れ
嘆
行
す

r

る
膿
民
の
労
蘭
者
階
虐
と
し
て
の
階
級
形
肌

と
眩
界
革
命
の
発
火
点
た
る
成
果
を
ふ
ま
え

た
も
の
で
は
な
い
。
民
臨
的
大
団
結
に
、
べ

.

ト
ナ
ム
車
命
が
挾
殺
さ
れ
る
の
を
㎡
し
て
は

な
ら
な
い
だ
6
つ
。

芒
=

,
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心 をつたえるプラチナ
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